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沖縄総合事務局開発建設部の役割について

地域のニーズや課題に応じて、河川や道路、港湾・空港、国営公園、官庁施設などの社会資本の整備、維持
管理を行っています。

以下の分野で事業を実施します。

道路
399.54

治水25.33

港湾
152.74

空港
47.27

営繕 1.1 公園 35.62
直 轄
（単位：億円）

直轄事業費
661.60億円

［前年度費95.5%］

道路 63.21

港湾
9.62

住宅 32.87
補 助
（単位：億円）

補助事業費
105.70億円

［前年度費103.5%］

道路 港湾河川 営繕 空港公園

(C)DigitalGlobe

沖縄県
人 口 144.5万人
総面積 2,281㎢

社会資本総合整備事業費
（社会資本整備総合交付金、防災・安全交付金）

270.04億円［前年度費89.9%］

令和２年度予算 当初予算：1037.34億円［前年度費94.7%］
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道の駅「おおぎみ」出入口 [国道58号交通安全施設設置工事 令和１年7月完成］

●道の駅「おおぎみ」移転整備計画に併せて、国道管轄区域の
「道の駅」出入口交差点改良や歩道の整備。

→視覚障害者誘導ブロックを設置し誘導動線を確保。

→歩道の構造をセミフラット形式とし、歩道面に生じる勾配を
少なくし平坦部を確保。

→歩道の有効幅員を２ｍ以上とし歩行空間を確保。

【整備前】 【整備後】

整備箇所

至 国頭村

至 那覇市

道の駅「おおぎみ」
[ 凡 例 ］

整備箇所

2.5ｍ

2.0ｍ

道路のバリアフリー取り組み事例

shimabukuro718
テキスト ボックス
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国営公園のバリアフリー取組事例 国営沖縄記念公園（海洋博覧会地区）

○海洋博公園では園内施設等を網羅したバリアフリーマップを作成し、全てのお客様が快適にお過ごしいただけるよう努めている。

優先駐車場の確保 点字ガイドブックの設置

スロープの設置と各施設への送迎

多目的トイレ（写真はオストメイト対応）の設置

ベビーカーと車椅子（電動あり）の貸出

授乳室の設置

shimabukuro718
テキスト ボックス
3




官庁営繕のバリアフリー取組事例

所在地 ：沖縄県石垣市登野城５５－２
構造・規模：鉄筋コンクリート造３階建
建築面積 ： 722㎡
延床面積 ：1,993㎡

案内板
大きくわかりやすい平易な文字、記号、図等で表記し、色彩は
地色と対比効果があるものとした

玄関のエレベーター付近をはじめ、各室前にはピクトサインを
設置

授乳室
乳幼児を連れた利用者等を
考慮し、授乳室を設置

玄関
敷地入口から建物内部に連続し
て視覚障害者用誘導ブロックを
設置

那覇地方裁判所石垣支部・那覇家庭裁判所石垣支部・石垣簡易裁判所

階段
一般利用者階段には２段手す
りを設置

多目的トイレ
１階はオストメイト対応とし、大人も使用可能な折りたたみベット
を設置
2階と3階でトイレ内のレイアウトを変え、左右で身体機能に制限
のある方の対応を考慮

1Ｆ 3Ｆ
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社会資本総合整備事業（社会資本整備総合交付金と防災・安全交付金）
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社会資本整備総合交付金と防災・安全交付金の対象事業
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バリアフリー化の支援制度①（社会資本総合整備事業）
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バリアフリー化の支援制度②（社会資本総合整備事業）
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社会資本整備総合交付金と防災・安全交付金に関する問合せ先

■社会資本整備総合整備計画の制度全般

内閣府沖縄総合事務局 建設行政課

■バリアフリー支援事業に関する事前の相談等
（都市・地域交通戦略推進事業、バリアフリー環境整備促進事業）

内閣府 沖縄総合事務局 建設産業・地方整備課

■電話番号

内閣府 沖縄総合事務局 ０９８－８６６－００３１
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